
8 東 電 協 第 6 号 

令 和 8 年 4 月 10 日 

会員各位 

 

一般社団法人東京電業協会 

会 長  門 間  俊 道 

 

令和 8 年度安全衛生大会の開催について 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は、本会事業に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、令和 8 年度安全衛生大会は、会場参加とオンライン配信を併用して、下記のとおり開催いたし

ます。 

つきましては、ぜひ多くの皆様にご参加を賜りたく、指定の参加申込フォームよりお申し込みくださ

いますようお願い申し上げます。 

敬具 

記 

 

１．開 催 日  令和 8 年 6 月 2 日（火） 

２．場  所  東京電業会館地下大会議室（東京都港区元赤坂 1-7-8） 

３．プログラム  第一部 表彰式 

        第二部 安全衛生講演 

４．参加方法  会場参加または Teams「タウンホール」によるオンライン参加 

        オンライン参加者には、開催の約 1 週間前にメールで参加 URL をご案内いたします 

５．参 加 費  無料 

６．申  込  下記より 5 月 15 日（金）までにお申し込みください 

        【参加申し込みフォーム】 

https://forms.office.com/r/PLFKACMZ2h   

 

７．そ の 他  会場参加が定員に達した場合は、オンライン参加をご案内いたします 

お申し込みは会員会社に所属する方に限ります 

以上 

 

事務局担当 豊田・内藤 

  Tel.03-3403-5181 Fax.03-3402-5350 

toyoda@todenkyo.or.jp 



令和８年度安全衛生大会 
プログラム 

 

開 催 日 令和 8 年 6 月 2 日（火） 
時  間 15 時 00 分から 17 時 15 分まで 
開催方法 会場・オンライン併用開催 

 

時間 内容 

15:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:30 

【第一部】表彰式 
 開会挨拶 
 来賓紹介 

来賓祝辞 
表彰 
・安全衛生優良事業場表彰 
・安全パトロール優秀賞表彰 
・安全標語入賞者表彰 
・安全ポスター入賞者表彰  

15:45 

 

 

 

 

 

 

 

17:15 

 
【第二部】安全衛生講演 

講師 多湖 弘明 氏 
   株式会社 Office Hit 代表取締役 
演題 安全にやり過ぎはない。 

～世界一の現場で働く職人たちの安全管理～ 

 
 閉会挨拶 

 



第二部 安全衛生講演 
 

《講師》多湖 弘明 氏 

株式会社 OfficeHit 代表取締役 

 

《演題》「安全にやり過ぎはない。 

～世界一の現場で働く職人たちの 

安全管理～」 

 

≪プロフィール≫ 
1976 年大阪生まれ。東京スカイツリー建設に携わったとび職の一人。 
スカイツリーの現場では、無線持ちという立場を任され、無事故で鉄骨上棟の一翼を担う。 
また、スカイツリー建設中は、地上 450m で東日本大震災を被災する。 
 
高校を卒業後、18 歳からとび職として高層建築現場に従事。21 歳の時に仕事仲間が目の前で命を

落とす事故に遭遇する。この事故をきっかけに、「世の中のすべての工事現場から事故を無くす」

という使命感を持ち、とびの仕事の頂点を志し、スカイツリーを建設するという夢を実現させる。 
 
また、同時に、とびの仕事をより多くの人に知ってもらいたいという思いを抱き、1998 年には日

本初となる鳶の仕事を解説したホームページを開設。さらに同時期、より深く建築を知るために、

約 1 年間現場を離れバックパッカーとしてヨーロッパ、アフリカ、アジアを歴訪。 
 
帰国後、噂で耳にしたスカイツリー建設に参加するために、2003 年に活動拠点を東京に移す。 
SNS などインターネットを中心に鳶に関する情報発信を開始する傍ら、カフェや美容室で、「鳶の

視点による現場写真」展を開催し、現場のリアルを発信する活動を続けている。 
 
2014 年 5 月には自信が執筆、作成した web サイト tobisyoku.net をきっかけに、著書『鳶～上空

数百メートルを駆ける職人のひみつ～』を洋泉社より上梓。一般的によく知られていない工事現場

の日常、そして、とび職人という視点から「鳶」の仕事の実態を写真と文章で表現している。 
 
2016 年には個人事業主から組織をつくり法人化し、経営者としての立場で会社運営にも携わる。 
近年では新国立競技場やオリンピックアクアティクスセンターで鉄骨工事に携わり、現在でも現役

のとび職人としても現場の第一線で作業をしながら、若手育成にチカラを注いでいる。 


